
 

研究専門委員会推薦論文制度 

（平成８年９月提案，試行） 

（平成 10 年３月改正，本実施） 

 

１．制度名称 

研究専門委員会推薦論文 

２．理念・背景 

論文誌編集委員会は，各研究専門委員会が，優秀な研究を指導しその論文投稿を促すことにより，

論文誌を最新の研究方向，評価をより敏感に反映したものにしたいと考える．さらに各研究専門委員会

は，論文誌への貢献をつうじ，研究会自身の存在理由を主張されることを期待する． 

もとより研究専門委員会より編集委員の推薦を受ける等の施策をつうじ，各研究専門委員会の論文誌

編集への意思反映をはかってきたところではあるが，さらに研究専門委員会の個々の論文への評価が

より直接的に論文誌編集に反映できるべきであると考える． 

３．制度主旨 

研究専門委員会は，第一種，第二種研究会活動をつうじて優秀論文を発掘し，論文誌への投稿を推

薦できる．編集委員会は，研究専門委員会推薦論文の優先的，かつ迅速な査読作業をおこない，研究

専門委員会の活動を支援する． 

４．目標 

研究専門委員会推薦の論文は，少なくとも軽微な修正で採録可能程度に十分完成されているものと

する． 

採録論文の１割程度は各研究専門委員会推薦の論文となるよう各研究専門委員会は優秀論文の発

掘指導に努力する． 

５．運用 

現用の「査読制度」のもとに運用する． 

６．推薦・査読手順 

(1) 研究専門委員長またはその代理は，優秀な研究を進める著者に，別途定める「研究専門委員会推

薦論文調書」を交付する． 

(2) 著者は同調書を同封して論文を投稿する．編集委員会では，査読委員のうち１名を推薦研究専門

委員会委員長またはその代理に割り当てる．同査読委員は，現行の査読作業を行うが，採録の場

合でも，研究分野の背景，新規性，有効性，信頼性，総合評価について具体的に記述して採録を

推薦するものとする． 

(3) 編集委員会は別途１名の査読者を割り当て，現行の査読作業を行うが，担当編集委員の管理の下，

一ヶ月をめどに迅速に判定をおこなう． 

(4) 判定は両査読結果をもとに現行のとおり行う． 

７．本制度による利点，活性化 

(1) 研究専門委員会の主体性，存在理由の主張 

 研究会活動の論文誌を通じての積極的広報 

 将来性ある研究の支援 

 研究分野の積極的誘導 

(2) 論文誌の活性化 

 優秀論文の査読期間の短縮 

 研究動向を反映した論文誌の編集 



 

(3) 優秀研究者のインセンティヴ向上 

研究専門委員会研究会への積極的参加 

他学会から，当学会論文誌への優秀論文投稿の変更 

８．備考 

採録された推薦論文は，論文誌目次において推薦研究会の名称とともに推薦論文であることを明示

する． 

（以上） 

［投稿論文事務処理要項］ 

既存要項に追加する事務処理 

  著者         事務局（和文）      編集委員      査読委員       研究専門委員長 

             編集幹事（英文）                 または代理 

 

                                                  「研究専門委員会推薦 

                                                    論文調書」を研究会等 

                                                    の機会に著者に交付する 

 同調書を                    

 同封して 

 投稿 

            同調書複写を 

            同封して送付 

                          査読候補者割り当て 

                          １名を研究専門委員長 

                          １名を従来通り割り当て 

          研究専門委員長へは    

          同調書複写を同封して  

          送付                           査読作業 

                                        編集委員会へのコメント 

                                        として採録の場合でも， 

                                        推薦調書の裏面に，研究 

                                        分野の背景，新規性，有 

                                        効性，信頼性，総合評価 

                                        について具体的に記述し 

                                        て採録を推薦する 

                 ： 

          従来どおり（ただし，初回の判定を一ヶ月以内におこなう） 

                 ：          

                 ：                                 

 

 

 

 

 

 

 



 

［著者の方へ］   本調書をご投稿の論文に同封してください． 推薦論文として通常のご投稿よりも有利，

迅速に査読が進みます． 

著者投稿年月日 平成  年  月  日 

 

［交付通番    －  －  （ ）］ 

 

｛和・英｝文論文誌Ｄ編集委員会殿 

 

研究専門委員会推薦論文調書 

 

                           ［       ］ 

                            研究専門委員会 

 

下記の研究を優秀と認め，論文として推薦いたします． 

 

 

記 

 

１．論文名（実際の投稿論文名と完全に一致している必要はありません） 

  著者，所属 

 

 

 

２．推薦の経緯（研究会などの発表経緯，議論，日時等を記してください） 

 

 

 

 

３．推薦の理由 

 

 

 

 

４．推薦年月日・委員長署名 

 

          年  月  日   ____________________________ 

 

 

 

 


